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■ T o p i c s

名古屋市立大学病院は、1931年に名古屋市民病院として発足以来、地域の中核医療機関として高度かつ安全な医療を提供し
てきました。2004年に病棟・中央診療棟、2007年に外来診療棟、2012年には喜谷記念がん治療センターを開設。施設の拡充
を図るとともに、地域がん診療連携拠点病院、肝疾患診療連携拠点病院、総合周産期母子医療センターの指定を受け、病院機
能評価 (3rdG:Ver.2.0)も取得。大学病院としての機能の強化を進める一方、特定機能病院・高度急性期病院として先進的な医
療を推進するほか、市民ための病院として、救急医療と災害医療にも注力しています。2024年4月1日現在、当院は800床の病
床を有し、35の診療科をはじめ、中央部門、診療技術部門、薬剤部門、看護部門、管理部門からなる充実の医療体制のもと、
笑顔と感動にあふれる病院を目指し医療を提供しています。 2024年４月１日時点

※現在、当院では、病院敷地内にて2025年度開棟予定の「救急災害医療センター」の建設工事を行っています。工事期間中、安心・安全を第一に努めてまいります。
皆さまには大変ご迷惑をお掛けいたしますが、ご理解、ご協力のほど何卒よろしくお願い申し上げます。

We Are One ～ われわれはひとつ
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■ T o p i c s

西部医療センターは、地域の中核病院として親しまれてきた城北病院と城西病院を前身とします。2011年にクオリティライ
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